
鎌
倉
中
・
後
期
の
摂
津
渡
辺
党
遠
藤
氏
に
つ
い
て

│
│
「
遠
藤
系
図
」
を
め
ぐ
っ
て
│
│

生

駒

孝

臣

は

じ

め

に

摂
津
国
渡
辺
党
は
、
嵯
峨
源
氏
源
綱
を
祖
と
し
一
字
名
を
名
乗
り
と
す
る
渡
辺
氏
と
、
藤
原
忠
文
を
祖
と
し
二
字
名
を
名
乗
る
遠
藤
氏

の
二
氏
か
ら
構
成
さ
れ
る
武
士
団
で
あ
る
。
従
来
、
鎌
倉
期
の
畿
内
を
代
表
す
る
武
士
団
と
し
て
着
目
さ
れ
、
多
く
の
研
究
を
蓄
積
し
て

き
た
�
。
史
料
的
制
約
の
多
い
渡
辺
党
研
究
に
お
い
て
、
主
た
る
史
料
と
し
て
活
用
さ
れ
て
き
た
も
の
に
、
渡
辺
党
遠
藤
氏
の
系
図
「
遠

藤
系
図
」
が
あ
る
。
現
在
伝
わ
っ
て
い
る
『
続
群
書
類
従
』
所
収
の
「
遠
藤
系
図
」
は
、
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）、
水
戸
藩
士
丸
山
可

澄
が
編
纂
し
た
『
諸
家
系
図
纂
』
に
収
載
さ
れ
た
も
の
を
底
本
と
す
る
�
。
し
か
し
、
後
世
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
と
い
う
性
格
上
、
こ
れ

ま
で
必
ず
し
も
確
実
に
信
憑
性
の
あ
る
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
�
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
方
法
と
は
視
角
を
変
え
、
近
年
の
系
図
研
究
の
方
法
論
�
に
も
学
び
な
が
ら
、「
遠
藤
系
図
」

そ
の
も
の
の
分
析
を
行
う
こ
と
に
し
た
い
。
そ
れ
に
よ
り
、「
遠
藤
系
図
」
成
立
の
背
景
を
明
ら
か
に
し
、
鎌
倉
中
・
後
期
の
遠
藤
氏
に

つ
い
て
若
干
の
新
知
見
を
提
示
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
だ
ろ
う
。

一
八



一
「
遠
藤
系
図
」
の
概
要

系
図
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
既
に
三
浦
圭
一
氏
が
指
摘
し
て
い
る
�
。
氏
は
、「
遠
藤
系
図
」
に
渡
辺
氏
を
貶
め
る
よ
う
な
記
述
が
あ

る
こ
と
、『
尊
卑
分
脈
』
所
収
の
「
渡
辺
系
図
」
に
比
し
て
杜
撰
な
記
述
が
多
い
こ
と
、「
渡
辺
系
図
」
が
遠
藤
氏
と
の
関
わ
り
を
全
く
記

し
て
い
な
い
点
な
ど
か
ら
、
遠
藤
氏
が
、
渡
辺
氏
へ
の
対
抗
上
、「
渡
辺
系
図
」
よ
り
も
の
ち
に
、
自
ら
の
系
図
を
作
成
し
た
と
す
る
。

右
の
よ
う
な
観
点
か
ら
「
遠
藤
系
図
」
を
捉
え
た
と
し
て
も
、
系
図
全
体
の
信
憑
性
ま
で
を
疑
う
必
要
は
な
か
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
逆
に

そ
う
し
た
「
遠
藤
系
図
」
の
持
つ
性
格
に
こ
そ
、
成
立
の
背
景
や
意
図
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
ま
ず
、「
遠
藤
系
図
」
の
お
お
ま
か
な
特
徴
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
次
に
「
遠
藤
系
図
」
か
ら
本
論
に
直
接
関
わ
る
部
分
を

略
記
し
て
掲
載
し
て
お
く
。

【
遠
藤
氏
関
係
系
図
】（『
続
群
書
類
従
』
巻
第
百
六
十
二
、
系
図
部
五
十
七
「
遠
藤
系
図
」
よ
り
作
成
）

①

②

⑦

⑫

忠
文
│
│
（
二
代
略
）
│
│
頼
恒
ソ

│
┤
│
（
四
代
略
）
│
│
為
俊
ソ

│
┤
│
俊
全
│
│
│
│
│
女
子
│
│
女
子

─

─

③

⑧

─

┬
│
為
景
ソ

│
│
┤
│
兼
俊
ソ

│
│
直
俊

─

─

─

④

⑨

─

┬
│
女
子（
イ
）

┘
┬
│
長
綱
ソ

─

─

─
─

⑤

⑩

─

┬
│
女
子（
ロ
）

─
┬
│
範
祐

─

─

─
─

⑥

⑬

─

┌
│
女
子（
ハ
）

─
┌
│
女
子
│
│
女
子

─

─

⑪

─

┌
│
│
俊
綱
│
│
為
綱

─

鎌
倉
中
・
後
期
の
摂
津
渡
辺
党
遠
藤
氏
に
つ
い
て

一
九



┌
│
│
│
永
厳
ソ

│
│
女
子
│
┤
│
満
│
│
省
│
│
授
│
┤
│
繁

─

─

⑭

⑮

┌
│
房
│
│
語

┌
│
湛

注

ソ
…
惣
官
職
、
番
号
…
本
文
中
の
番
号
に
対
応

ま
ず
注
目
し
た
い
の
は
、「
遠
藤
系
図
」
の
注
記
部
分
で
あ
る
。
渡
辺
党
研
究
の
中
で
、
本
系
図
に
記
載
さ
れ
た
幾
多
の
注
記
が
、
鎌

倉
期
に
お
け
る
遠
藤
・
渡
辺
両
氏
の
実
体
を
考
察
す
る
手
が
か
り
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
内
容
に
は
、
摂
津
渡
辺
の
支
配
を
裏
付
け
る
渡

辺
惣
官
職
に
関
わ
る
も
の
や
、
他
氏
族
と
の
婚
姻
に
関
す
る
も
の
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
三
浦
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
遠
藤
氏
が
渡
辺
氏

よ
り
も
優
位
な
立
場
に
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
記
載
が
多
い
の
も
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
は
渡
辺
氏
の
注
記
に
三
例
検
出
す
る
こ
と

が
で
き
�
、
い
ず
れ
の
記
載
も
渡
辺
氏
の
失
態
、
遠
藤
氏
の
優
位
と
い
っ
た
か
た
ち
で
記
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
遠
藤
氏
優
位
の
記
載

は
、
遠
藤
氏
に
よ
る
惣
官
職
保
持
の
正
当
性
と
い
っ
た
か
た
ち
で
強
く
表
れ
て
い
る
。
惣
官
職
を
巡
る
渡
辺
氏
と
遠
藤
氏
の
対
立
は
有
名

で
あ
る
が
、「
遠
藤
系
図
」
に
お
い
て
、
遠
藤
氏
に
よ
る
惣
官
職
保
持
に
関
わ
る
記
述
が
顕
著
に
み
ら
れ
る
の
は
、
承
久
の
乱
以
後
の
人

物
、
遠
藤
為
俊
【
系
図
①
】（
以
後
、
前
掲
【
遠
藤
氏
関
係
系
図
】
の
番
号
に
対
応
。
ま
た
、
前
掲
【
遠
藤
氏
関
係
系
図
】
を
指
す
場
合

は
本
来
の
「
遠
藤
系
図
」
と
区
別
し
て
【
系
図
】
と
略
記
す
る
）
で
あ
る
。
次
に
「
遠
藤
系
図
」
の
為
俊
の
注
記
を
挙
げ
る
。

〔
マ
ヽ
〕

関
東
将
軍
二
位
家
御
代
。
承
侍
所
之
司
勤
仕
之
。
臨
時
内
左
近
将
監
賜
之
。
寛
喜
四
年
正
月
十
二
日
朝
勤
行
幸
ニ
供
奉
。
記
舎
人
一

人
。
童
一
人
。
郎
等
二
人
太
刀
ヲ
指
ス
。
調
度
掛
一
人
陸
ハ
シ
リ
六
人
。
各
ム
ラ
ゴ
ノ
直
垂
ヲ
キ
ス
。
烏
帽
子
カ
ケ
一
寸
マ
ダ
ラ
黒

ザ
ヤ
巻
ヲ
サ
ヽ
ス
。
舎
人
守
藤
。
陸
ハ
シ
リ
六
人
。
弥
藤
太
。
清
五
郎
。
弥
二
郎
。
又
太
郎
。
新
三
郎
。
藤
四
郎
。
又
補
惣
官
事
。

嘉
禄
元
年
六
月
七
日
也
。
寛
喜
四
年
二
月
十
七
日
。
仁
治
元
年
五
月
三
日
三
ヶ
度
被
補
之
。

傍
線
部
に
は
、
為
俊
が
、
嘉
禄
元
年
（
一
二
二
五
）、
寛
喜
四
年
（
一
二
三
二
）、
仁
治
元
年
（
一
二
四
〇
）
に
三
度
、
惣
官
職
に
任
じ

ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
遠
藤
系
図
」
の
渡
辺
語
【
系
図
⑭
】
の
注
記
に
は
、
承
久
の
乱
の
と
き
に
語
が
、
朝
廷
・
幕
府

鎌
倉
中
・
後
期
の
摂
津
渡
辺
党
遠
藤
氏
に
つ
い
て

二
〇



を
だ
ま
す
か
た
ち
で
、
惣
官
職
を
為
俊
か
ら
奪
っ
た
の
に
対
し
、
為
俊
が
鎌
倉
に
訴
え

出
て
取
り
戻
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
�
。
系
図
の
中
で
、
為
俊
以
後
、
惣
官
職
に

補
任
さ
れ
て
い
る
も
の
を
、
彼
の
子
孫
に
三
人
検
出
す
る
こ
と
が
で
き
（【
系
図
】
参

照
）、
為
俊
の
惣
官
職
補
任
は
、
の
ち
の
遠
藤
氏
の
興
隆
に
と
っ
て
、
画
期
と
な
る
も

の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

こ
こ
で
「
遠
藤
系
図
」
以
外
の
史
料
か
ら
、
為
俊
の
実
際
の
活
動
を
追
っ
て
み
た

い
。
為
俊
の
具
体
的
な
活
動
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
ま
と
ま
っ
た
史
料
は
、『
吾
妻
鏡
』

の
み
で
あ
る
。
そ
こ
で
『
吾
妻
鏡
』
に
見
え
る
為
俊
の
活
動
を
上
の
表
に
示
し
て
お
い

た
。前

記
し
た
「
遠
藤
系
図
」
の
為
俊
の
注
記
に
は
、
北
条
政
子
の
執
政
期
に
「
侍
所
之

司
」
を
承
っ
た
と
記
さ
れ
る
が
、
そ
の
真
偽
は
別
に
し
て
、
表
の
№
１
の
記
事
か
ら
、

為
俊
は
実
際
に
政
子
に
近
仕
す
る
御
家
人
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
元
仁

二
年
（
一
二
二
五
）〜
安
貞
二
年
（
一
二
二
八
）
の
活
動
（
表
№
２
〜
７
）
に
注
目
す

る
と
、
為
俊
は
摂
家
将
軍
九
条
頼
経
の
幼
少
の
こ
ろ
か
ら
、
将
軍
御
所
に
出
仕
し
、
近

仕
す
る
御
家
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
に
遠
藤
為
俊
と
は
、
そ
の
子
孫
に
と
っ
て
惣
官
職
の
保
持
を
決
定
的
な
も

の
と
し
、
鎌
倉
に
お
い
て
は
将
軍
頼
経
の
近
習
と
い
う
、
御
家
人
と
し
て
名
誉
あ
る
立

場
に
も
い
た
、
い
わ
ば
遠
藤
氏
中
興
の
祖
と
も
い
う
べ
き
存
在
で
あ
っ
た
。「
遠
藤
系

図
」
の
為
俊
の
注
記
に
は
、
こ
う
し
た
一
定
の
事
実
と
為
俊
に
対
す
る
認
識
が
、
反
映

表 遠藤為俊の『吾妻鏡』における活動

記 載 事 項

政子の使として、薬師堂谷辺に開敷した優曇花の検分
に赴く。
雀をくわえた鷹が御所内に飛び入ったことについて、
三条親実と共に、吉兆の由を三寅に申す。
三寅の新邸（宇都宮辻）への出御に供奉する。
将軍頼経の病状平癒のため、伊豆・箱根・三島社へ奉
幣の使として大和久良とともに赴く。
将軍頼経の三浦義村の田村山荘への渡御に供奉する。
放生会相撲内取の奉行を務める。
将軍頼経の小山下野入道生西車大路家への方違に供奉
する。

年．月．日

貞応 2（1223）． 7. 9

元仁 2（1225）． 2. 24

嘉禄 1（1225）．12. 20
安貞 1（1227）．11. 24

安貞 2（1228）． 7. 23
安貞 2（1228）． 8. 11

安貞 2（1228）．10. 15

No.

1

2

3
4

5
6

7

鎌
倉
中
・
後
期
の
摂
津
渡
辺
党
遠
藤
氏
に
つ
い
て

二
一



し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
う
す
る
と
「
遠
藤
系
図
」
は
、
遠
藤
氏
中
興
の
祖
為
俊
と
、
そ
の
子
孫
の
興
隆
を
中
心
に
据
え
ら
れ
た
、
い

わ
ば
為
俊
流
遠
藤
氏
の
系
図
と
位
置
づ
け
て
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
系
図
の
中
で
、
為
俊
の
子
孫
に
着
目
す
る
と
、
こ
の

点
が
濃
厚
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
そ
れ
は
、
為
俊
の
子
孫
に
集
中
的
に
記
さ
れ
た
、
他
氏
族
と
の
婚
姻
関
係
等
の
記
載
の
豊
富
さ

に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
る
。
こ
の
為
俊
の
子
孫
に
集
中
的
に
記
さ
れ
た
他
氏
族
と
の
婚
姻
等
の
関
係
が
、
為
俊
流
の
遠
藤
氏
に
と
っ
て
ど

の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
か
、
次
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

二
「
遠
藤
系
図
」
に
見
え
る
他
氏
族
と
の
諸
関
係

本
節
で
は
、
為
俊
の
子
孫
の
注
記
に
見
え
る
、
他
氏
族
と
の
婚
姻
、
烏
帽
子
親
・
子
等
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

遠
藤
氏
と
他
氏
族
と
の
関
係
に
関
す
る
記
載
は
、
若
干
の
事
例
を
除
き
、
為
俊
の
子
孫
に
集
中
し
て
い
る
。
為
俊
の
子
孫
の
婚
姻
関
係

を
示
す
記
載
は
、
六
例
中
二
例
が
北
条
氏
一
門
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
。
北
条
氏
と
遠
藤
氏
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
既

に
中
原
俊
章
氏
が
詳
細
な
考
証
を
行
っ
て
い
る
が
�
、
行
論
の
都
合
上
、
改
め
て
検
討
し
て
お
き
た
い
。
そ
し
て
、
本
稿
の
目
的
の
一
つ

で
あ
る
「
遠
藤
系
図
」
成
立
の
背
景
を
探
る
糸
口
と
し
た
い
。
以
下
北
条
一
門
と
一
般
御
家
人
と
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
氏
名
・【
系
図

番
号
】・
系
図
の
注
記
を
掲
載
し
な
が
ら
検
討
を
行
い
、
最
後
に
私
見
を
述
べ
る
。

１

北
条
氏
一
門
と
の
諸
関
係

①
為
俊
の
女
（
ロ
）【
系
図
⑤
】「
号
大
仏
禅
尼
。
越
後
守
平
顕
時
朝
臣
御
室
。
伊
予
守
顕
実
。
式
部
丞
時
雄
。
武
蔵
守
貞
顕
参
人
之
母

也
。」

鎌
倉
中
・
後
期
の
摂
津
渡
辺
党
遠
藤
氏
に
つ
い
て

二
二



為
俊
の
二
人
目
の
女
（
ロ
）
は
、
金
沢
実
時
の
嫡
男
顕
時
〔
宝
治
二
年
（
一
二
四
八
）〜
正
安
三
年
（
一
三
〇
一
）〕
の
妻
と
し
て
、
顕

実
〔
文
永
十
年
（
一
二
七
三
）〜
嘉
暦
二
年
（
一
三
二
七
）〕・
時
雄
〔
生
没
年
不
詳
〕・
貞
顕
〔
弘
安
元
年
（
一
二
七
八
）〜
元
弘
三
年

（
一
三
三
三
）〕�
ら
三
人
の
子
を
生
ん
だ
。
な
お
貞
顕
に
つ
い
て
は
、
武
蔵
守
の
官
途
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
彼
の
武
蔵
守
就
任
時
期

は
、
応
長
元
年
（
一
三
一
一
）
か
ら
元
応
元
年
（
一
三
一
九
）
の
八
年
間
で
あ
り
、
元
亨
二
年
（
一
三
二
二
）
に
は
修
理
権
大
夫
に
転
任

し
て
い
る
	
。
こ
の
貞
顕
の
官
途
に
つ
い
て
は
、「
遠
藤
系
図
」
の
成
立
時
期
と
も
関
わ
る
問
題
と
思
わ
れ
る
の
で
、
後
に
再
び
触
れ
る

こ
と
に
す
る
。

②
為
俊
の
女
（
ハ
）【
系
図
⑥
】「
相
模
修
理
亮
平
宗
頼
朝
臣
室
。
女
一
人
出
生
云
々
。
後
嫁
五
大
院
左
衛
門
尉
。
同
太
郎
左
衛
門
尉
母

也
。」

為
俊
三
人
目
の
女
（
ハ
）
が
嫁
い
だ
北
条
宗
頼
は
、
執
権
北
条
時
頼
の
息
子
で
あ
り
、
時
宗
の
同
母
弟
で
あ
る
。
宗
頼
は
弘
安
二
年

（
一
二
七
九
）
六
月
に
没
し
て
い
る
の
で


、
彼
女
が
「
五
大
院
左
衛
門
尉
」
へ
再
嫁
し
た
の
は
、
そ
の
後
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
（
後

述
）。

③
遠
藤
兼
俊
【
系
図
⑧
】「
六
波
羅
北
方
越
後
守
兼
時
烏
帽
子
子
也
。」

遠
藤
為
俊
の
孫
に
あ
た
る
兼
俊
の
烏
帽
子
親
北
条
兼
時
は
、
為
俊
の
女
（
ハ
）【
系
図
⑥
】
が
嫁
い
で
い
た
北
条
宗
頼
の
子
で
あ
る
。

中
原
氏
が
述
べ
た
よ
う
に
、
兼
俊
の
「
兼
」
は
兼
時
か
ら
一
字
を
拝
領
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
�
。

２

一
般
御
家
人
と
の
諸
関
係

①
俊
全
の
女
【
系
図
⑦
】「
六
波
羅
評
定
衆
島
田
越
中
権
守
妻
。」

俊
全
の
女
が
嫁
い
だ
六
波
羅
評
定
衆
の
島
田
越
中
権
守
に
つ
い
て
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
だ
が
島
田
氏
は
、
文
永
六
年
（
一
二
六

九
）
以
後
、
六
波
羅
奉
行
人
に
名
を
連
ね
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
�
、
島
田
越
中
権
守
も
こ
の
一
族
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
両
者

鎌
倉
中
・
後
期
の
摂
津
渡
辺
党
遠
藤
氏
に
つ
い
て

二
三



の
婚
姻
は
、
父
の
遠
藤
俊
全
【
系
図
②
】
が
、「
遠
藤
系
図
」
の
中
で
「
六
波
羅
奉
行
人
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
六
波
羅
#
候
人
と
い
う

関
係
か
ら
成
立
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

②
俊
全
の
孫
女
【
系
図
⑫
】「
佐
々
木
加
持
八
郎
妻
。」

俊
全
の
孫
女
の
夫
に
あ
た
る
佐
々
木
加
持
八
郎
を
名
乗
る
御
家
人
は
、
越
後
国
加
地
荘
地
頭
職
を
有
す
る
佐
々
木
盛
綱
の
孫
信
朝
に
該

当
す
る
と
考
え
ら
れ
る


。
彼
は
将
軍
頼
経
の
近
習
番
に
定
め
ら
れ
た
り
�
、
頼
経
の
子
頼
嗣
が
臨
時
の
御
出
を
行
う
際
の
供
奉
人
結
番

に
名
を
連
ね
た
り
し
て
い
る
こ
と
�
か
ら
、
摂
家
将
軍
二
代
に
仕
え
た
将
軍
近
臣
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
遠
藤
為
俊
の
曾
孫
に
あ

た
る
俊
全
の
孫
女
と
佐
々
木
加
持
八
郎
の
婚
姻
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
為
俊
も
加
持
八
郎
と
同
様
に
将
軍
頼
経
の
近
臣
で
あ
っ
た
関
係
か

ら
結
ば
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、『
吾
妻
鏡
』
の
中
で
、
佐
々
木
加
持
八
郎
の
活
動
は
承
久
四
年
（
一
二
二
二
）
か
ら
弘
長
三
年

（
一
二
六
三
）
の
期
間
に
集
中
し
て
お
り
、
年
代
的
に
は
こ
の
俊
全
の
孫
女
と
は
合
致
し
な
い
。
お
そ
ら
く
系
図
の
錯
簡
の
可
能
性
が
有

る
と
思
わ
れ
る
が
、
為
俊
と
加
持
八
郎
が
将
軍
近
臣
と
い
う
立
場
の
も
と
、
な
ん
ら
か
の
親
交
を
有
し
て
い
た
と
考
え
て
差
し
支
え
な
か

ろ
う
。

③
為
俊
の
女
（
イ
）【
系
図
④
】「
宇
間
左
衛
門
尉
妻
。」

為
俊
の
女
（
イ
）
の
夫
で
あ
る
宇
間
左
衛
門
尉
は
、『
明
月
記
』
嘉
禄
二
年
（
一
二
二
六
）
正
月
二
十
二
日
条
に
、
北
条
時
房
の
郎
党

と
し
て
、
西
園
寺
公
経
の
も
と
を
訪
れ
た
「
宇
摩
左
衛
門
」
に
該
当
す
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
「
宇
摩
左
衛
門
」
に
つ
い
て
、
高
橋
慎

一
郎
氏
は
、
六
波
羅
探
題
北
条
時
盛
（
時
房
の
子
）
の
被
官
と
位
置
付
け
て
い
る
�
。
ま
た
寛
喜
元
年
（
一
二
二
九
）
に
、
六
波
羅
使
と

し
て
、
丹
波
国
の
御
家
人
交
名
を
注
進
し
た
「
宇
間
刑
部
左
衛
門
尉
」
も
同
一
人
物
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
�
。
為
俊
の
女
（
ロ
）
が

嫁
い
だ
宇
間
左
衛
門
尉
が
、
右
記
の
「
宇
摩
左
衛
門
」・「
宇
間
刑
部
左
衛
門
尉
」
に
比
定
し
う
る
根
拠
は
、
為
俊
の
女
（
ロ
）
と
宇
間
左

衛
門
尉
の
婚
姻
時
期
に
あ
る
。「
遠
藤
系
図
」
の
、
為
俊
の
女
（
ロ
）
と
宇
間
左
衛
門
尉
の
子
で
あ
る
俊
綱
【
系
図
⑪
】
の
注
記
に
は
、

彼
が
仁
治
三
年
（
一
二
四
二
）
二
月
八
日
、
十
六
歳
で
臨
時
の
内
給
に
よ
っ
て
瀧
口
二
臈
に
補
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
�
。
そ
う

鎌
倉
中
・
後
期
の
摂
津
渡
辺
党
遠
藤
氏
に
つ
い
て

二
四



す
る
と
、
彼
の
生
年
は
、
嘉
禄
二
年
（
一
二
二
六
）
と
な
り
、
宇
間
左
衛
門
尉
と
為
俊
の
女
（
ロ
）
の
婚
姻
時
期
は
そ
れ
以
前
の
こ
と
で

あ
る
。
よ
っ
て
、
宇
間
左
衛
門
尉
は
、
嘉
禄
二
年
（
一
二
二
六
）
前
後
の
時
期
に
六
波
羅
探
題
被
官
と
し
て
京
で
活
動
す
る
御
家
人
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。

④
為
俊
の
女
（
ハ
）【
系
図
⑥
】

こ
の
女
が
北
条
宗
頼
の
死
後
、
五
大
院
左
衛
門
尉
に
再
嫁
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
先
述
し
た
。
五
大
院
左
衛
門
尉
と
考
え
ら
れ
る
人
物

と
し
て
は
、
北
条
貞
時
の
十
三
回
忌
に
お
け
る
円
覚
寺
の
法
堂
上
棟
の
際
、
禄
役
人
を
務
め
た
五
大
院
高
繁
�
と
、
嘉
元
三
年
（
一
三
〇

三
）
四
月
に
起
こ
っ
た
嘉
元
の
乱
に
お
い
て
、
貞
時
の
命
と
号
し
て
、
連
署
北
条
時
村
を
襲
撃
し
た
五
大
院
高
頼
�
を
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
る
が
、
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
は
確
証
が
無
い
。
な
お
『
太
平
記
』
に
は
、
五
大
院
高
繁
が
、
執
権
北
条
貞
時
か
ら
信
頼
を
得
て
お

り
、
そ
の
妹
は
、
北
条
高
時
の
子
邦
時
の
母
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
�
。
こ
れ
は
高
繁
が
、
貞
時
・
高
時
二
代
に
仕
え
た
御
内

人
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
為
俊
の
女
（
ハ
）
が
再
嫁
し
た
五
大
院
左
衛
門
尉
は
、
高
繁
・
高
頼
の
い
ず

れ
に
該
当
せ
ず
と
も
、
鎌
倉
末
期
の
北
条
貞
時
・
高
時
政
権
に
お
け
る
得
宗
被
官
の
中
で
も
、
有
力
な
御
内
人
で
あ
っ
た
五
大
院
氏
の
一

族
で
あ
っ
た
こ
と
に
疑
い
は
な
い
。

⑤
遠
藤
長
綱
【
系
図
⑨
】「
城
美
濃
守
烏
帽
子
子
也
。」

長
綱
の
烏
帽
子
親
、
城
美
濃
守
は
、
安
達
泰
盛
の
異
母
弟
長
景
の
こ
と
で
あ
る
。
長
景
は
弘
安
八
年
（
一
二
八
五
）
の
霜
月
騒
動
の
際

に
、
兄
泰
盛
と
と
も
に
討
死
し
て
い
る
�
。
景
綱
の
「
景
」
は
、
先
の
兼
俊
と
北
条
兼
時
の
関
係
と
同
様
に
、
長
景
の
一
字
を
拝
領
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
。

⑥
為
景
の
孫
女
【
系
図
⑬
】「
宇
間
五
郎
三
郎
妻
。
法
名
同
妙
。」

為
景
の
孫
女
の
嫁
し
た
宇
間
五
郎
三
郎
は
、
為
俊
の
女
（
イ
）
で
述
べ
た
宇
間
左
衛
門
尉
の
一
族
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
正
和
三
年

（
一
三
一
四
）
五
月
に
新
日
吉
社
と
六
波
羅
探
題
府
勢
と
の
乱
闘
事
件
が
起
こ
っ
た
際
、
六
波
羅
南
方
北
条
時
敦
（
政
村
流
北
条
氏
）
の

鎌
倉
中
・
後
期
の
摂
津
渡
辺
党
遠
藤
氏
に
つ
い
て

二
五



被
官
と
し
て
、
日
吉
神
人
の
追
補
に
携
わ
っ
た
御
家
人
の
中
に
「
宇
間
五
郎
三
郎
」
が
加
わ
っ
て
い
た
が
�
、
こ
れ
は
為
景
の
孫
女
の
夫

の
宇
間
五
郎
三
郎
と
同
一
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
遠
藤
氏
と
諸
氏
族
と
の
関
係
か
ら
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
い
え
る
。

こ
れ
ら
の
関
係
を
時
系
列
に
沿
っ
て
み
る
と
、
も
っ
と
も
早
い
関
係
と
し
て
は
、
佐
々
木
加
持
八
郎
と
宇
間
左
衛
門
尉
と
の
婚
姻
で
あ

る
。
こ
れ
は
先
述
し
た
為
俊
の
活
動
期
間
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
次
に
北
条
氏
と
の
関
係
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
時
期
的
に
北
条
時
頼

執
権
期
以
後
に
あ
た
る
。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
遠
藤
為
俊
と
い
う
、
承
久
の
乱
以
後
の
時
期
に
、
顕
著
な
活
動
を
窺
う
こ
と
の
で
き
る
人

物
の
子
孫
で
あ
れ
ば
、
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
。
し
か
し
為
俊
自
身
や
為
俊
の
兄
弟
が
、
あ
え
て
北
条
氏
と
の
関
係
を
結
ん
で
い
な
い
こ

と
を
考
え
れ
ば
、
や
は
り
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
得
宗
家
と
得
宗
家
に
近
い
位
置
に
あ
っ
た
金
沢
氏
や
、
五
大
院
氏
の

よ
う
な
御
内
人
と
い
っ
た
よ
う
に
、
鎌
倉
中
・
後
期
の
幕
府
の
中
枢
と
の
密
着
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
一

連
の
関
係
は
、
鎌
倉
に
居
住
す
る
北
条
得
宗
家
・
佐
々
木
加
持
八
郎
・
五
大
院
左
衛
門
尉
と
、
在
京
人
で
あ
る
宇
間
左
衛
門
尉
・
島
田
越

中
権
守
と
い
っ
た
よ
う
に
、
異
な
る
二
つ
の
場
で
結
ば
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
関
係
の
構
築
は
、
為
俊
流
遠
藤
氏
が
、
鎌
倉

と
京
の
双
方
に
基
盤
を
置
い
て
い
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
。
建
治
元
年
（
一
二
七
五
）
の
「
六
条
八
幡
宮
造
営
注
文
」
に
は
、
造
営
用

途
三
貫
文
を
負
担
す
る
在
京
人
と
し
て
「
遠
藤
右
衛
門
尉
跡
」
が
記
さ
れ
て
お
り
�
、
こ
の
遠
藤
右
衛
門
尉
が
、
遠
藤
為
俊
に
該
当
す
る

こ
と
は
、
す
で
に
森
幸
夫
氏
が
指
摘
し
て
い
る
�
。
先
述
し
た
よ
う
に
為
俊
の
活
動
が
、
貞
応
二
年
（
一
二
二
三
）
か
ら
安
貞
二
年
（
一

二
二
八
）
の
五
年
間
は
、
鎌
倉
に
お
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
、
在
京
人
体
制
の
成
立
時
期
が
、
一
二
四
〇
〜
五
〇
年
代
と
い
う
指
摘
�

を
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
為
俊
流
遠
藤
氏
の
活
動
基
盤
が
、
鎌
倉
か
ら
京
へ
移
っ
た
よ
う
に
も
思
え
る
。
し
か
し
、『
吾
妻
鏡
』
に
は
、

為
俊
の
五
年
間
の
鎌
倉
に
お
け
る
活
動
時
期
以
後
に
も
、
遠
藤
右
衛
門
尉
の
名
が
み
え
て
い
る
の
で
�
、
鎌
倉
に
お
け
る
基
盤
も
依
然
保

持
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
一
連
の
関
係
は
、
遠
藤
氏
の
有
す
る
鎌
倉
と
京
と
い
う
二
つ
の
活
動
基

鎌
倉
中
・
後
期
の
摂
津
渡
辺
党
遠
藤
氏
に
つ
い
て

二
六



盤
と
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
来
、
遠
藤
氏
は
、
為
俊
の
ご
く
周
辺
の
一
般
御
家
人
と
の
関
係
を
構
築
し
て
い
た
が
、
得
宗
専
制
始
動
の
時
期

か
ら
、
北
条
氏
一
門
や
、
得
宗
被
官
と
の
関
係
を
密
に
し
て
い
っ
た
と
い
え
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
が
系
図
上
の
作
為
で
あ
る
と
し
て

も
、
後
世
に
本
系
図
を
作
成
し
た
も
の
が
、
当
該
期
の
遠
藤
氏
は
、
得
宗
家
に
密
着
す
る
関
係
を
築
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
認
識
し
た

上
で
、
意
図
的
に
、
系
図
上
に
強
調
し
て
記
載
し
た
と
も
い
え
よ
う
。
と
も
あ
れ
、
鎌
倉
中
期
（
執
権
時
頼
期
）
以
後
、
摂
津
渡
辺
党
遠

藤
氏
の
中
で
も
、
為
俊
流
遠
藤
氏
は
、
親
得
宗
派
の
御
家
人
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
実
際
に
、
当
該
期
の
為
俊
流
遠
藤
氏
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
、
親
得
宗
派
の
御
家
人
と
し
て
の
立
場
に
立
た
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
、
時
頼
執
権
期
以
前
で
の
為
俊
流
遠
藤
氏
と
幕
府
と
の
、
ひ
い
て
は
北
条
得
宗
家
と
の
関
係
に
、
な
ん
ら
か

の
方
向
転
換
を
必
要
と
す
る
契
機
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
次
に
、
そ
れ
を
示
す
可
能
性
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
事
実
を
指

摘
し
て
お
き
た
い
。

三

為
俊
流
遠
藤
氏
の
北
条
得
宗
家
へ
の
接
近
要
因

そ
れ
は
、
遠
藤
一
族
の
宝
治
合
戦
に
お
け
る
三
浦
方
へ
の
与
党
で
あ
る
。
宝
治
元
年
（
一
二
四
七
）
六
月
五
日
の
合
戦
で
三
浦
泰
村
を

筆
頭
と
す
る
三
浦
一
族
と
と
も
に
、
自
殺
・
討
死
し
た
御
家
人
の
中
に
は
、「
遠
藤
太
郎
左
衛
門
尉
・
同
次
郎
左
衛
門
尉
」
が
含
ま
れ
て

い
た
�
。
こ
の
二
人
が
直
ち
に
摂
津
渡
辺
党
遠
藤
氏
の
一
員
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
三
浦
氏
と
遠
藤
氏
と
の
関
係
を
示
す
徴

証
は
存
在
す
る
。
嘉
禎
四
年
（
一
二
三
八
）
二
月
、
将
軍
頼
経
が
上
洛
を
遂
げ
た
際
、
三
浦
義
村
は
家
子
三
十
六
人
を
随
兵
と
し
て
行
軍

の
先
頭
を
務
め
た
。
こ
の
時
「
遠
藤
兵
衛
尉
」
は
、
三
十
六
人
の
家
子
の
一
員
で
あ
り
、
ま
た
将
軍
の
随
兵
百
九
十
二
騎
の
中
に
は
、

「
遠
藤
左
衛
門
尉
」
が
加
わ
っ
て
い
た
�
。
宝
治
合
戦
で
討
死
し
た
二
人
の
遠
藤
一
族
と
、
頼
経
の
上
洛
に
扈
従
し
た
二
人
を
「
遠
藤
系

鎌
倉
中
・
後
期
の
摂
津
渡
辺
党
遠
藤
氏
に
つ
い
て

二
七



図
」
に
求
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
だ
が
こ
こ
で
、
遠
藤
為
俊
が
頼
経
の
幼
少
の
こ
ろ
か
ら
の
近
習
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
し
た
い
。

為
俊
の
頼
経
近
仕
を
示
す
初
見
史
料
の
『
吾
妻
鏡
』
元
仁
二
年
（
一
二
二
五
）
二
月
廿
四
日
条
に
は
、「
遠
藤
四
郎
」
も
将
軍
に
近
仕
し

て
い
た
こ
と
が
み
え
て
い
る
。
こ
の
遠
藤
四
郎
を
「
遠
藤
系
図
」
に
求
め
る
と
、
為
俊
の
弟
で
あ
る
為
時
と
、
為
俊
の
子
で
あ
る
時
綱
の

二
人
を
検
出
で
き
る
。
だ
が
、
左
兵
衛
尉
の
官
途
を
持
つ
の
は
為
時
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
遠
藤
四
郎
と
は
為
時
の
こ
と
と
考
え
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
元
仁
二
年
（
一
二
二
五
）
以
後
の
『
吾
妻
鏡
』
に
見
え
る
遠
藤
兵
衛
尉
の
記
事
が
、
為
俊
と
同
様
に
将
軍
頼
経

へ
の
近
仕
と
い
う
活
動
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
�
か
ら
も
導
き
出
せ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
遠
藤
為
俊
の
弟
の
為
時
が
、
義
村
の

家
人
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
三
浦
氏
は
親
将
軍
頼
経
派
の
筆
頭
と
し
て
、
執
権
勢
力
に
対
抗
す
る
有
力
御
家
人
で
あ
っ
た
が
�
、

為
時
も
将
軍
頼
経
に
近
仕
す
る
う
ち
に
、
三
浦
氏
と
密
接
な
関
係
を
築
い
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
あ
る
い
は
、
鎌
倉

に
お
け
る
両
者
の
関
係
構
築
を
想
定
せ
ず
と
も
、
三
浦
氏
が
宝
治
合
戦
に
お
い
て
滅
亡
す
る
ま
で
の
期
間
、
河
内
守
護
で
あ
っ
た
事
実
 

を
考
慮
す
れ
ば
、
隣
接
す
る
摂
津
の
遠
藤
氏
と
な
ん
ら
か
の
関
係
を
有
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

と
こ
ろ
が
、「
遠
藤
系
図
」
に
は
、
三
浦
氏
と
の
関
係
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
一
族
は
存
在
し
な
い
。
つ
ま
り
、
宝
治
合
戦
で
討
死
し
た

「
遠
藤
太
郎
左
衛
門
尉
」・「
次
郎
左
衛
門
尉
」
に
該
当
す
る
人
物
が
、
系
図
に
は
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
遠
藤
兵
衛
尉
が
、
先
述
し
た

と
お
り
、
為
俊
の
弟
、
四
郎
為
時
で
あ
る
な
ら
ば
、
太
郎
左
衛
門
尉
と
次
郎
左
衛
門
尉
は
、
そ
の
息
子
で
あ
っ
た
可
能
性
も
高
い
。
こ
れ

以
上
の
推
測
は
慎
ま
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
北
条
得
宗
家
と
の
距
離
を
縮
め
る
こ
と
に
腐
心
す
る
為
俊
流
遠
藤
氏
に
と
っ
て
、
得
宗
家
に
対

す
る
反
乱
へ
荷
担
し
た
一
族
の
存
在
は
、
系
図
か
ら
故
意
に
抹
消
さ
れ
る
べ
き
存
在
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
疑
い
を
拭
い
き
れ
な

い
。と

も
あ
れ
、
こ
う
し
た
点
を
総
合
す
る
と
、「
遠
藤
系
図
」
は
、
親
得
宗
派
と
い
う
政
治
的
立
場
を
主
眼
と
し
て
、
遠
藤
氏
の
中
興
の

祖
為
俊
と
、
そ
の
子
孫
の
興
隆
を
記
す
系
図
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

そ
う
す
る
と
、
本
系
図
を
作
成
し
た
も
の
は
、
為
俊
流
遠
藤
氏
の
子
孫
で
あ
っ
た
と
い
う
結
論
が
導
き
出
さ
れ
る
。
だ
が
、
問
題
と
な

鎌
倉
中
・
後
期
の
摂
津
渡
辺
党
遠
藤
氏
に
つ
い
て
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る
の
は
、
系
図
の
作
成
者
が
、
こ
う
し
た
一
連
の
北
条
氏
・
得
宗
被
官
と
の
関
係
を
、
い
か
な
る
時
期
に
明
示
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の

か
と
い
う
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
系
図
が
、
い
つ
作
成
さ
れ
た
の
か
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
次
に
「
遠
藤
系
図
」
の

成
立
時
期
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。

四
「
遠
藤
系
図
」
の
成
立
時
期

「
遠
藤
系
図
」
の
成
立
時
期
を
探
る
一
つ
の
手
が
か
り
と
し
て
、
こ
の
系
図
が
ど
こ
で
作
成
さ
れ
た
か
が
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
。

そ
こ
で
着
目
し
た
い
の
は
、「
遠
藤
系
図
」
に
お
い
て
惣
官
職
の
始
ま
り
を
伝
え
る
為
方
（
遠
藤
氏
始
祖
忠
文
の
孫
）
の
注
記
で
あ
る
。

Ａ

号
窪
津
大
夫
。
自
是
当
国
渡
辺
惣
官
職
始
也
。
此
時
自
宇
治
里
渡
辺
ニ
移
住
也
。
一
国
田
文
目
録
ヲ
ク
リ
テ
。
十
人
ノ
子
息
等
ノ
タ

Ｂ

メ
ニ
。
始
テ
田
畑
屋
敷
ヲ
立
置
。
爰
私
領
ト
今
名
号
ス
ル
田
畠
屋
敷
等
是
也
。

こ
れ
は
渡
辺
惣
官
職
の
内
容
を
伝
え
る
史
料
と
し
て
度
々
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
今
着
目
し
た
い
の
は
、
傍
線
を
施

し
た
部
分
で
あ
る
。
傍
線
部
Ａ
の
「
当
国
」
と
は
、
摂
津
国
を
指
す
こ
と
に
間
違
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
渡
辺
惣
官
職
が
実
際
に
摂
津
国

に
お
い
て
機
能
し
て
い
る
時
点
に
、「
遠
藤
系
図
」
が
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
傍
線
部
Ｂ
に
は
、
遠
藤
氏
の
私
領
に
つ
い

て
言
及
し
て
い
る
が
、
本
系
図
作
成
段
階
に
お
い
て
、
遠
藤
氏
が
実
際
に
、
そ
の
私
領
を
知
行
し
て
い
な
け
れ
ば
、
こ
う
し
た
記
載
は
行

わ
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
私
領
の
内
容
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
摂
津
の
渡
辺
を
中
心
と
し
た
地
域
に
存
在
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
渡
辺
湛
【
系
図
⑮
】
の
注
記
に
は
、
湛
が
承
久
の
乱
に
お
い
て
京
方
に
与
し
、
敗
れ
た
の
ち
、「
当
国
湯
山
」
に
隠
居
し
た
と
記

さ
れ
る
。「
当
国
湯
山
」
と
は
、
摂
津
国
湯
山
の
こ
と
で
あ
り
、
有
馬
温
泉
地
域
（
現
兵
庫
県
神
戸
市
北
区
有
馬
町
）
の
古
称
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
系
図
に
お
け
る
「
当
国
」
の
用
法
が
、
遠
藤
氏
の
本
拠
で
あ
る
摂
津
国
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
本
系

図
が
摂
津
国
に
お
い
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

鎌
倉
中
・
後
期
の
摂
津
渡
辺
党
遠
藤
氏
に
つ
い
て

二
九



で
は
、
為
俊
の
子
孫
は
、
い
つ
の
時
点
で
こ
の
系
図
を
摂
津
国
に
お
い
て
作
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
為
俊
の
孫
範
祐
【
系
図
⑩
】
の

注
記
に
は
、「
延
慶
元
年
十
一
月
廿
一
日
」
の
年
紀
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
本
系
図
の
中
で
年
紀
が
明
示
さ
れ
た
最
後
の
も
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
系
図
の
記
載
は
、
範
祐
の
次
の
世
代
の
子
孫
で
終
了
し
て
い
る
。

よ
っ
て
、
延
慶
元
年
（
一
三
〇
八
）
を
さ
ほ
ど
降
ら
な
い
時
期
に
、
本
系
図
は
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
も
う
少
し
年
代
を

明
確
に
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

先
に
触
れ
た
、
遠
藤
為
俊
の
女
（
ロ
）【
系
図
⑤
】
の
息
子
と
し
て
記
さ
れ
た
金
沢
貞
顕
に
つ
い
て
想
起
し
た
い
。「
遠
藤
系
図
」
の
中

で
、
北
条
一
門
の
官
職
に
着
目
す
る
と
、
極
官
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
金
沢
貞
顕
の
み
で
あ
る
。
貞
顕
の
極
官
は
、
修
理
権
大
夫
で

あ
り
、
系
図
に
注
記
さ
れ
て
い
る
武
蔵
守
で
は
な
い
。
貞
顕
の
武
蔵
守
就
任
時
期
は
、
応
長
元
年
（
一
三
一
一
）
か
ら
元
応
元
年
（
一
三

一
九
）
の
八
年
間
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、『
続
群
書
類
従
』
所
収
の
「
北
条
系
図
」
で
は
、
貞
顕
の
極
官
は
「
修
理
大
夫
」
と
な
っ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
貞
顕
だ
け
が
極
官
の
修
理
大
夫
と
記
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
本
系
図
作
成
の
時
点
で
、
貞
顕
が
武
蔵
守
に
現
任
で
あ
っ
た

た
め
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
こ
の
系
図
の
作
成
時
期
を
、
延
慶
元
年
（
一
三
〇
八
）
と
い
う
年
紀

が
明
示
さ
れ
た
最
後
の
注
記
か
ら
、
金
沢
貞
顕
が
武
蔵
守
を
辞
し
た
元
応
元
年
（
一
三
一
九
）
の
間
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

お

わ

り

に

以
上
、「
遠
藤
系
図
」
の
成
立
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
て
き
た
。
本
稿
を
終
え
る
に
あ
た
っ
て
、
な
ぜ
鎌
倉
末
期
に
遠
藤

為
俊
の
子
孫
が
、
親
得
宗
派
を
明
示
す
る
系
図
を
意
図
的
に
作
成
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
言
及
し
て
お
き
た
い
。

こ
れ
に
つ
い
て
も
推
測
し
か
で
き
な
い
が
、
鎌
倉
末
期
の
摂
津
国
渡
辺
は
、
権
門
寺
社
の
勢
力
伸
長
な
ど
に
よ
り
、
遠
藤
氏
に
と
っ

鎌
倉
中
・
後
期
の
摂
津
渡
辺
党
遠
藤
氏
に
つ
い
て
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て
、
必
ず
し
も
円
滑
な
支
配
を
実
現
し
う
る
情
勢
で
は
な
か
っ
た
。
二
、
三
そ
の
例
を
挙
げ
る
と
、
ま
ず
西
大
寺
律
宗
に
よ
る
渡
辺
へ
の

進
出
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
で
に
加
地
宏
江
氏
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
鎌
倉
中
期
か
ら
摂
津
天
王
寺
で
は
別
当
職
を
巡
る
内
部

争
い
が
頻
発
し
て
お
り
、
最
終
的
に
幕
府
（
得
宗
家
）
の
意
向
に
よ
り
、
西
大
寺
律
宗
叡
尊
・
忍
性
が
任
じ
ら
れ
、
永
仁
年
間
に
は
一
応

の
決
着
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
!
。
し
か
し
、
天
王
寺
執
行
を
輩
出
し
、
実
質
的
に
天
王
寺
を
支
配
す
る
遠
藤
氏
に
は
、
本
系
図
が
作

成
さ
れ
た
時
点
に
お
い
て
も
、
寺
院
内
部
の
反
対
派
、
あ
る
い
は
一
字
名
渡
辺
氏
へ
の
対
抗
と
い
う
問
題
が
常
に
伏
在
し
て
い
た
の
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
延
慶
二
年
（
一
三
〇
九
）
に
は
、
次
の
よ
う
な
事
件
が
起
こ
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
同
年
摂
津
渡
辺
に
入
港
し
た
春
日

御
油
神
人
に
渡
辺
惣
官
の
家
人
が
狼
藉
を
行
い
、
こ
れ
に
対
し
て
春
日
社
が
興
福
寺
を
通
じ
て
公
家
に
訴
訟
し
、
渡
辺
惣
官
に
清
祓
料
を

課
し
た
と
い
う
事
件
で
あ
る
"
。
こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
の
中
、
権
門
寺
社
に
対
抗
し
、
安
定
し
た
渡
辺
支
配
を
実
現
す
る
た
め
に
、
得

宗
家
の
権
威
を
必
要
と
し
た
に
違
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
為
俊
流
遠
藤
氏
は
、
本
稿
で
考
察
し
て
き
た
よ
う
な
親
得
宗
派
御

家
人
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
本
系
図
を
作
成
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
、
推
測
に
留
ま
る
部
分
が
多
い
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
渡
辺
党
研
究
の
一
環
と
し
て
本
稿
を
提
示
し
た
。
本
稿
で
論
じ
た
こ

と
を
よ
り
具
体
化
す
る
た
め
に
、
渡
辺
党
の
根
幹
に
関
わ
る
惣
官
職
の
推
移
、
そ
れ
と
関
わ
る
公
家
社
会
と
の
関
係
、
そ
こ
か
ら
見
い
だ

せ
る
畿
内
御
家
人
と
し
て
の
位
置
付
け
な
ど
を
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注�

加
地
宏
江
・
中
原
俊
章
（『
中
世
の
大
阪
│
│
水
の
里
の
兵
た
ち
』
松
籟
社
、
一
九
八
四
年
）
が
、
そ
れ
ま
で
の
研
究
史
を
踏
ま
え
て
、
摂
津
渡

辺
党
の
全
容
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
最
近
刊
行
さ
れ
た
河
音
能
平
『
大
阪
の
中
世
前
期
』（
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
二
年
）
の
渡
辺
党

に
関
す
る
叙
述
も
、
ほ
ぼ
加
地
・
中
原
氏
の
説
に
依
拠
し
て
い
る
。

�

甲
田

利
「
遠
藤
系
図
」
解
題
（『
群
書
解
題
』
第
三
下
）。

�

例
え
ば
、「
遠
藤
系
図
」
を
素
材
と
し
て
天
王
寺
執
行
職
と
遠
藤
氏
の
関
わ
り
を
明
ら
か
に
し
た
川
岸
宏
教
氏
は
、
こ
の
系
図
に
全
面
的
に
依
拠

鎌
倉
中
・
後
期
の
摂
津
渡
辺
党
遠
藤
氏
に
つ
い
て

三
一



し
な
が
ら
も
「
現
存
の
も
の
は
、
近
世
初
期
の
作
成
で
あ
っ
て
、（
中
略
）
か
な
り
杜
撰
な
も
の
で
あ
る
」（「『
遠
藤
系
図
』
に
見
え
る
天
王
寺
執

行
に
つ
い
て
」『
四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
十
四
号
、
一
九
八
一
年
）
と
述
べ
て
い
る
。
だ
が
、
永
島
福
太
郎
氏
は
、「
系
図

（
マ
マ
）

（「
遠
藤
系
図
」
…
筆
者
注
）
の
編
集
は
か
な
り
早
期
な
の
で
荒
唐
無
稽
と
い
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
を
裏
付
け
る
資
料
も
実
は
多

数
あ
る
」（「
難
波
渡
辺
惣
官
と
渡
辺
津
」『
大
阪
の
歴
史
』
二
〇
、
一
九
八
七
年
一
月
）
と
、
注
目
す
べ
き
指
摘
を
行
っ
て
い
る
。

�

網
野
善
彦
『
日
本
中
世
史
料
学
の
課
題
』
第
一
部
「
系
図
」（
弘
文
堂
、
一
九
九
六
年
）
に
収
載
さ
れ
た
三
篇
の
論
考
。
青
山
幹
哉
「
中
世
系
図

学
構
築
の
試
み
」（『
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
』
一
一
六
、
史
学
三
九
、
一
九
九
三
年
三
月
所
収
）
な
ど
参
照
。
な
お
網
野
氏
は
、
系
図
・

系
譜
の
成
立
、
形
成
の
過
程
、
機
能
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
の
動
向
、
国
家
の
関
わ
り
を
追
求
、
解
明
す
る
こ
と
を
そ
の
課
題
と

し
て
述
べ
る
。
そ
し
て
、
中
世
に
作
成
さ
れ
た
こ
と
の
明
ら
か
な
古
系
図
を
確
定
し
、
そ
の
特
徴
、
作
成
の
動
機
、
系
図
の
果
た
し
た
役
割
、
機

能
等
を
明
ら
か
に
す
る
基
礎
的
作
業
の
必
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
（「
加
藤
遠
山
系
図
」『
日
本
中
世
史
料
学
の
課
題
』
第
三
章
一
〇
二
頁
）。
本

稿
も
、
氏
が
提
示
す
る
視
角
・
方
法
を
踏
襲
す
る
。

�

三
浦
圭
一
「
中
世
に
お
け
る
畿
内
の
位
置
│
│
渡
辺
惣
官
職
を
素
材
と
し
て
│
│
」（『
中
世
民
衆
生
活
史
の
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
一
年

所
収
、
初
出
一
九
六
五
年
）。

�
「
遠
藤
系
図
」
語
・
繁
・
湛
の
注
記
。

�
「
遠
藤
系
図
」
語
の
注
記
。

�
『
中
世
の
大
阪
』
第
六
章
、
一
四
〇
〜
二
頁
。

�

以
上
、
細
川
重
男
「
鎌
倉
政
権
上
級
職
員
表
（
基
礎
表
）」（『
鎌
倉
政
権
得
宗
専
制
論
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
）。

	

細
川
・
前
掲
注
�
。




細
川
・
前
掲
注
�
。

�

中
原
・
前
掲
注
�
。

�

森

幸
夫
「
六
波
羅
探
題
職
員
ノ
ー
ト
」（『
三
浦
古
文
化
』
第
四
二
号
、
一
九
八
七
年
一
一
月
）。



『
尊
卑
分
脈
』
第
三
編
。

�
『
吾
妻
鏡
』
貞
応
二
年
（
一
二
二
三
）
十
月
十
三
日
条
。

�
『
吾
妻
鏡
』
寛
元
元
年
（
一
二
四
三
）
七
月
十
七
日
条
。

�

高
橋
慎
一
郎
「
六
波
羅
探
題
被
官
の
使
節
機
能
」（『
遙
か
な
る
中
世
』
十
、
一
九
八
九
年
十
月
）。

鎌
倉
中
・
後
期
の
摂
津
渡
辺
党
遠
藤
氏
に
つ
い
て

三
二



�

正
安
元
年
（
一
二
九
九
）
十
二
月
二
十
三
日
付
六
波
羅
下
知
状
（『
増
訂
鎌
倉
幕
府
裁
許
状
集
』
下
、
三
十
号
）。

�
「
遠
藤
系
図
」
俊
綱
の
注
記
。

�
「
貞
時
十
三
年
忌
記
」
元
亨
三
年
（
一
三
二
三
）
十
月
廿
一
日
条
（「
円
覚
寺
文
書
」
六
九
号
、『
鎌
倉
市
史
』）。

�
『
鎌
倉
年
代
記
裏
書
』
嘉
元
三
年
（
一
三
〇
三
）
五
月
二
日
条
。
嘉
元
の
乱
に
つ
い
て
は
、
細
川
重
男
「
嘉
元
の
乱
と
北
条
貞
時
政
権
」（
前
掲
注

�
書
所
収
、
初
出
一
九
九
一
年
）
参
照
。

�
『
太
平
記
』
巻
第
十
「
亀
寿
殿
令
落
信
濃
事
付
左
近
大
夫
偽
落
奥
州
事
」、
巻
第
十
一
「
五
大
院
右
衛
門
尉
宗
繁
賺
相
模
太
郎
事
」（
岡
見
正
雄
校

注
『
太
平
記
』
第
二
巻
、
角
川
書
店
、
一
九
八
二
年
）。
な
お
岡
見
正
雄
氏
は
、『
太
平
記
』
中
の
、
五
大
院
宗
繁
を
高
繁
の
誤
記
と
し
て
お
り

（
同
書
）、
本
稿
も
氏
の
指
摘
に
随
っ
た
。

�
『
武
家
年
代
記
裏
書
』
弘
安
八
年
（
一
二
八
五
）
十
一
月
十
七
日
条
。

�

高
橋
慎
一
朗
「
六
波
羅
探
題
被
官
と
北
条
氏
の
西
国
支
配
」（『
中
世
の
都
市
と
武
士
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年
、
初
出
一
九
八
九
年
）
八
〜

十
頁
。

�

海
老
名
尚
・
福
田
豊
彦
「『
田
中
穣
氏
旧
蔵
典
籍
古
文
書
』「
六
条
八
幡
宮
造
営
注
文
」
に
つ
い
て
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
四

五
集
、
一
九
九
二
年
十
二
月
）。

�

森

幸
夫
「
六
条
八
幡
宮
造
営
注
文
の
「
在
京
」
に
つ
い
て
」（『
古
文
書
研
究
』
第
四
八
号
、
一
九
九
八
年
十
月
）。

�

森
・
前
掲
注
�
。

�
『
吾
妻
鏡
』
建
長
四
年
（
一
二
五
二
）
十
一
月
十
二
日
・
建
長
六
年
（
一
二
五
四
）
六
月
十
六
日
条
。
な
お
森

幸
夫
氏
は
、
前
掲
注
�
論
文
に

お
い
て
、
こ
こ
に
み
え
る
遠
藤
右
衛
門
尉
を
為
俊
の
可
能
性
が
高
い
と
述
べ
る
。
し
か
し
、
為
俊
の
子
の
為
景
【
系
図
③
】
も
右
衛
門
尉
の
官
途

を
有
し
て
お
り
、
い
ず
れ
に
該
当
す
る
の
か
確
証
は
得
ら
れ
な
い
た
め
、
先
の
表
か
ら
は
『
吾
妻
鏡
』
の
当
該
記
事
を
外
し
て
お
い
た
。

�
『
吾
妻
鏡
』
宝
治
元
年
（
一
二
四
七
）
六
月
廿
二
日
条
。

�
『
吾
妻
鏡
』
嘉
禎
四
年
（
一
二
三
八
）
二
月
十
七
日
条
。

�
『
吾
妻
鏡
』
安
貞
二
年
（
一
二
二
八
）
七
月
廿
三
日
・
廿
五
日
条
。

�

青
山
幹
哉
「
鎌
倉
幕
府
将
軍
権
力
試
論
│
│
将
軍
九
条
頼
経
〜
宗
尊
親
王
期
を
中
心
と
し
て
│
│
」（『
年
報
中
世
史
研
究
』
第
八
号
、
一
九
八
三

年
）。

 

佐
藤
進
一
『
増
訂
鎌
倉
幕
府
守
護
制
度
の
研
究
│
│
諸
国
守
護
沿
革
考
証
編
│
│
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
一
年
。

鎌
倉
中
・
後
期
の
摂
津
渡
辺
党
遠
藤
氏
に
つ
い
て

三
三



!

加
地
・
前
掲
注
�
書
、
第
五
章
。

"

永
島
・
前
掲
注
�
参
照
。

﹇
付
記
﹈

本
稿
は
、
大
阪
歴
史
学
会
中
世
史
部
会
例
会
報
告
（
二
〇
〇
一
年
三
月
）
の
一
部
を
も
と
に
成
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た

り
、
加
地
宏
江
先
生
、
西
山

克
先
生
に
多
く
の
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

│
│
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
│
│

鎌
倉
中
・
後
期
の
摂
津
渡
辺
党
遠
藤
氏
に
つ
い
て

三
四


